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年
）、
南
関
東
を
中
心
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
目
を
迎

え
ま
す
。
牛
伏
寺
断
層
は
松
本
市
と

塩
尻
市
を
通
る
活
断
層
で
、
将
来
活

動
確
率
（
今
後
30
年
以
内
）
は
約

25
％
と
、
国
内
の
内
陸
部
で
は
最
も

高
く
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す

る
青
木
村
で
も
、
台
風
な
ど
と
違
い

予
測
で
き
な
い
地
震
等
に
も
、
し
っ

か
り
と
最
悪
の
事
態
も
想
定
し
、
そ

の
対
策
や
対
応
に
備
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
上
田
圏
域
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
は

5
類
に
変
更
以
降
、
し
ば
ら
く
急
激

な
感
染
拡
大
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
比

較
的
安
定
し
た
状
況
が
続
い
て
お
り

2
AOKI令和 5 年 11.1 ／第 91 号

第
3
回
定
例
会

タチアカネそば 花・実まつり

ま
し
た
が
、
7
月
以
降
徐
々
に
感
染

者
数
が
増
加
し
、
県
は
8
月
29
日
全

県
に
「
医
療
警
報
」
を
発
出
し
ま
し

た
。
村
で
は
、
5
月
以
降
実
施
し
て

き
ま
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

等
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
春
・

夏
接
種
に
引
き
続
き
、
9
月
下
旬
か

ら
は
、
初
回
接
種
を
終
了
し
た
方
を

対
象
に
、
現
在
流
行
の
主
流
と
な
っ

て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
「
X
B
B
」

対
応
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
秋
・
冬

接
種
を
開
始
し
、
体
育
館
で
の
集
団

接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
1
日
、
株
式
会
社
竹
内
製
作

所
青
木
工
場
が
操
業
を
開
始
致
し
ま

し
た
。
村
に
と
っ
て
こ
の
工
場
は
、

産
業
拡
大
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
、

雇
用
や
税
収
の
増
に
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
移
住
・
関
係
・
交
流
人
口
の

増
に
よ
る
村
の
活
性
化
を
実
現
さ
せ

る
世
紀
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
操

業
開
始
に
あ
た
り
竹
内
製
作
所
様
か

ら
、
村
が
行
っ
た
工
場
敷
地
造
成
や

周
辺
道
路
整
備
等
の
協
力
、
そ
し
て

予
定
通
り
の
期
日
に
操
業
開
始
で
き

た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、
2

億
円
の
寄
附
の
お
申
し
出
を
戴
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
東
急
グ
ル
ー
プ
が
殿
戸
の
五
島
慶

太
翁
生
家
跡
地
に
、
焼
け
残
っ
た
古

材
を
活
か
し
生
家
そ
の
ま
ま
の
姿
で

復
元
し
た
建
物
「
東
急
グ
ル
ー
プ
慶

太
塾
」
の
竣
工
式
が
、
8
月
2
日
に

が
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
や
岸
田
文
雄
首
相
、
戦
没

者
遺
族
ら
が
参
列
し
、
戦
争
で
犠
牲

に
な
っ
た
約
3
1
0
万
人
を
追
悼
し

ま
し
た
。
岸
田
首
相
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
1
年
半
に

わ
た
る
な
ど
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
を

巡
っ
て
「
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
。
こ
の
決
然
た
る
誓
い

を
今
後
も
貫
い
て
い
く
」
と
し
、
国

際
社
会
と
協
力
し
て
い
く
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。
私
は
、
戦
前
に
生
ま
れ

戦
争
の
悲
惨
さ
を
少
し
で
も
知
っ
て

い
る
者
と
し
て
、
若
い
人
た
ち
に
そ

れ
を
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
大
正
12
年
（
1
9
2
3

　

今
年
も
非
常
に
暑
い
夏
で
し
た
。

気
象
庁
が
発
表
し
た
長
期
予
報
に
よ

る
と
、
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の

3
か
月
間
も
、
地
球
温
暖
化
や
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
な
ど
の
影
響
で
、
広

い
範
囲
で
気
温
が
平
年
よ
り
高
い
傾

向
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
9

月
は
、
東
日
本
や
西
日
本
を
中
心
に

残
暑
が
長
引
く
見
通
し
で
す
。
ま

た
、
記
録
的
な
猛
暑
に
加
え
て
、
雨

が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
農

作
物
へ
の
影
響
が
大
変
心
配
な
状
況

で
す
。
今
週
は
雨
の
降
り
や
す
い
日

が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、
少
し
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
78
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た

8
月
15
日
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塾
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
は
、『
東
急
グ
ル
ー
プ
各

企
業
の
役
職
員
が
当
塾
に
集
い
、
時

代
を
こ
え
て
若
か
り
し
慶
太
と
同
じ

空
気
を
吸
い
同
じ
景
色
を
見
な
が
ら

語
り
合
い
、
そ
の
創
業
者
精
神
を
自

ら
の
心
に
宿
す
、
ま
さ
に
東
急
グ

ル
ー
プ
の
拠
り
所
そ
の
も
の
で
あ

る
。』
と
設
立
趣
意
書
に
謳
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
4
年
ぶ
り
の
夏
ま
つ
り
を

交
通
安
全
等
を
考
慮
し
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
み
で
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

悪
疫
退
散
と
祖
先
へ
の
鎮
魂
を
祈
願

し
花
火
大
会
も
行
い
、
家
族
や
友
人

の
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
動
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
、
世

の
中
が
平
和
で
、
経
済
が
回
復
す
る

中
で
の
開
催
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
去
る
９
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
報
告
２
件
、
令
和
４
年
度
の
決
算
の
認
定
７
件
、
条
例
改
正
２

件
、
人
事
案
件
１
件
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
１
件
、
陳
情
１
件
は
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年



円
、
㈱
竹
内
製
作
所
様
か
ら
の

寄
付
金
2
億
円
、
前
年
度
繰
越

金
4
8
6
3
万
6
千
円
の
増
が

主
な
も
の
で
、
歳
出
で
は
、
公
共

施
設
整
備
基
金
積
立
金
2
億
円
、

長
野
県
価
格
高
騰
特
別
対
策
支

援
金
3
0
0
万
円
、
保
全
松
林

健
全
化
整
備
事
業
3
2
0
1
万

円
、
村
道
青
木
の
森
1
号
線
災

害
復
旧
工
事
3
5
0
0
万
円
の

増
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

3
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報
告
第
1
号

健
全
化
判
断
比
率

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
は

「
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
毎
年
度

の
決
算
に
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
青
木
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標

で
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
村
財
政
の
健
全
化
は

保
た
れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

議
案
第
1
号
～
議
案
第
7
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
～
青
木
村
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

内
藤
代
表
監
査
委
員
よ
り
決

算
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
8
号

青
木
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
等
の

施
行
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

青
木
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
支
援
員
と
み
な

す
研
修
終
了
予
定
者
に
係
る
経

過
措
置
を
規
定
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、
次

の
方
が
再
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
上
原　
利
明
氏
（
入
田
沢
区
）

議
案
第
11
号

令
和
5
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億

1
9
2
2
万
6
千
円
を
追
加
し
、

33
億
1
1
4
8
万
円
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
で
は
道
路
橋
梁
災
害

復
旧
費
国
庫
負
担
金
1
8
6
0

万
円
、
保
全
松
林
健
全
化
整
備

事
業
補
助
金
2
2
4
0
万
7
千

報
告
第
2
号

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方

公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
公
営
企

業
会
計
ご
と
に
資
金
不
足
比
率

を
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
、
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

青
木
村
に
お
け
る
公
営
企
業

会
計
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

議　
案

報
告
事
項

青木村の数値は資金不足額がないため、「－」で表示しています。

＜公営企業特別会計＞ 青木村の比率 国が定める
経営健全化基準

簡易水道事業会計 ― 20.0
特定環境保全公共
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0

（単位：％）

6年ぶりに開催された村民体育祭

実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がないため、
「－」で表示しています。

（単位：％）

＜指標の名称＞ 青木村の比率 国が定める
早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0

連 結 実 質 赤 字 比 率 － 20.0

実 質 公 債 費 比 率 7.5 25.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0



陳
情
第
1
号

「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
に

つ
い
て

　

健
康
保
険
証
の
廃
止
は
行
わ

ず
、
存
続
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
陳

情
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
　
塩
澤　
敏
樹 

議
員

　
　
　
　
　
　
金
井
と
も
子 

議
員

4
AOKI令和 5 年 11.1 ／第 91 号

歳入 歳出 翌年度繰越※ 収支

一 般 会 計 3,288,528,880 2,957,192,810 200,723,000 331,336,070

（特別会計）
国 民 健 康 保 険 598,504,379 566,627,963 31,876,416
別 荘 事 業 20,814,040 20,814,040 0
介 護 保 険 548,440,739 544,254,154 4,186,585
後 期 高 齢 者 医 療 67,194,689 67,065,289 129,400

（公営企業会計）

簡易水道事業
収益的支出 184,311,913 173,954,032 10,357,881
資本的支出 131,009,000 185,504,617 △ 54,495,617

特定環境保全
公共下水道
事業

収益的支出 223,808,144 217,894,531 5,913,613
資本的支出 184,235,000 193,214,445 △ 8,979,445

令和4 年度  青木村　決算の状況 （単位：円）

※翌年度繰越：事情により翌年度に繰り越した予算。

議　案 松本 塩澤 平林 宮入 坂井 松澤 金井 宮下 沓掛 居鶴 結果

議案第１号 令和４年度　青木村一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第２号 令和４年度　青木村国民健康保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第３号 令和４年度　青木村別荘事業特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第４号 令和４年度　青木村介護保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第 5 号 令和４年度　青木村後期高齢者医療特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第 6 号 令和４年度　青木村簡易水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 認定（全員一致）

議案第 7 号 令和４年度　青木村特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 認定（賛成多数）

議案第 8 号 青木村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 可決（全員一致）

議案第 9 号 青木村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 可決（全員一致）

議案第10号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 可決（全員一致）

議案第11号 令和５年度　青木村一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 可決（全員一致）

陳情第１号 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書について ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ● 採択（賛成多数）

議案の議決結果 〇賛成   ●反対

※議長は採決に加わりません。

陳　
情

武蔵野美術大学生による絵画学習



　

令
和
５
年
第
３
回
青
木
村
議

会
定
例
会
で
、
令
和
４
年
度
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
総
務
建
設

産
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
に
つ
い
て
委
員
会
審
議
が
９

月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議
案
第
１
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
、
法
人
住
民
税
の
今
後
の

見
込
み
と
動
向
、
相
続
登
記
義

務
化
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
に

委
員
長　
宮
入　
隆
通

5
AOKI 令和 5 年 11.1 ／第 91 号

総
務
建
設
産
業
委
員
会つ

い
て
質
疑
並
び
に
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
総
務
企

画
課
・
税
務
会
計
課
関
係
で
は
、

財
政
諸
表
の
数
値
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
状
況
と
今
後
の
採
用

予
定
、
千
曲
バ
ス
青
木
線
の
運
行

状
況
、
村
基
金
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
農
林
課
・
商
工
観
光

移
住
課
関
係
で
は
、
有
害
鳥
獣

駆
除
の
状
況
、
成
果
と
駆
除
実

施
者
の
確
保
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

り
機
の
有
効
活
用
策
、
多
面
的

機
能
支
払
い
交
付
金
事
業
の
返

還
金
や
事
務
委
託
に
対
す
る
村

の
考
え
方
、
畜
産
農
家
の
現
状
、

堆
肥
活
用
事
業
の
活
用
状
況
や

飼
料
高
騰
へ
の
対
応
、
松
く
い
虫

被
害
拡
大
の
要
因
や
対
策
に
つ

い
て
、
沓
掛
温
泉
の
経
営
状
況

や
支
援
へ
の
村
の
考
え
方
、
村

営
住
宅
の
更
新
・
長
寿
命
化
計

画
の
内
容
、
移
住
定
住
の
状
況
、

村
単
土
木
工
事
の
内
容
や
繰
越

事
業
の
状
況
と
精
算
の
見
込
み

な
ど
に
つ
い
て
多
岐
に
わ
た
り

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
対
討
論
は
な
く
、
賛
成
討
論

で
は
、
令
和
4
年
度
は
、
青
木

村
第
6
次
長
期
振
興
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
度
で
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
取

り
組
み
も
3
年
目
を
迎
え
、
先

が
予
測
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

規
律
あ
る
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

村
の
特
産
タ
チ
ア
カ
ネ
に
対
す

る
補
助
金
、
柿
ノ
木
水
路
の
改

修
や
村
道
の
改
良
な
ど
、
村
が

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
適
切

に
対
応
い
た
だ
い
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
今
後
も
継
続
事
業
、

新
規
事
業
と
も
地
域
の
要
望
を

取
り
入
れ
る
中
で
、
事
業
展
開

を
望
む
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、

全
員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り

認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
平
林　
幸
一 

議
員

議
案
第
３
号

令
和
4
年
度
青
木
村
別
荘
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

質
疑
・
討
論
な
く
全
員
賛
成

に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
６
号

令
和
4
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う

特
別
損
失
の
内
容
や
、
水
道
広
域

化
、
水
道
料
金
見
直
し
に
対
す

る
村
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
討
論
な
く
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
７
号

令
和
4
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　

質
疑
、
討
論
な
く
全
員
賛
成

に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

防災ヘリコプターへの給水訓練
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社
会
文
教
委
員
会

　

令
和
5
年
第
3
回
青
木
村
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
社
会
文

教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
5
つ

の
案
件
に
つ
い
て
、
9
月
12
日

に
委
員
会
審
査
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

議
案
第
1
号

令
和
4
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
関
係
に
つ
い
て
、

保
育
料
及
び
保
育
料
還
付
金
の

内
容
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
登

園
自
粛
措
置
の
実
状
、
小
中
学

校
A
L
T
の
効
果
と
現
在
の
英

語
力
、
小
学
校
下
水
工
事
の
現

状
と
効
果
、
社
会
教
育
委
員
の

活
動
と
公
民
館
費
に
お
け
る
報

償
費
・
補
助
金
の
内
容
、
埋
蔵

文
化
財
の
整
備
状
況
、
図
書
館

の
購
入
図
書
選
択
の
観
点
な
ら

び
に
利
用
状
況
、
体
育
館
と
村

内
施
設
の
L
E
D
化
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。
ま
た
、
住

民
福
祉
課
関
係
に
つ
い
て
、
戸

籍
住
民
基
本
台
帳
費
の
委
託
料
・

使
用
料
及
び
賃
借
料
の
内
容
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

状
況
や
健
康
保
険
証
一
体
化
に

関
す
る
状
況
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
お
け
る
各
証
明
書
の
発
行
状

況
、
老
人
福
祉
費
に
お
け
る
負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
、
保
健

衛
生
総
務
費
の
負
担
金
の
内
容
、

不
法
投
棄
の
内
容
と
対
策
、
地

域
猫
繁
殖
制
限
事
業
補
助
の
実

績
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
の

給
食
費
無
料
化
が
継
続
さ
れ
る

と
と
も
に
、
保
育
園
舎
増
築
等
子

ど
も
の
教
育
環
境
に
配
慮
し
て

い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
住
民

福
祉
課
関
係
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
な
ら
び
に
村
民
生
活
・

経
済
を
支
え
る
た
め
の
取
組
が

適
切
に
講
じ
ら
れ
、
村
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
と

す
る
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
員

委
員
長　
坂
井　
弘

議
案
第
5
号

令
和
4
年
度
青
木
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て　

質
疑
・
討
論
と
も
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
第
1
号

「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
一
体
化
の
メ
リ
ッ
ト

や
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
の
取
材
に

「
健
康
保
険
証
廃
止
を
延
期
す
べ

き
だ
」
と
回
答
し
た
村
の
考
え

方
、
健
康
保
険
証
廃
止
以
降
の

資
格
確
認
書
の
取
扱
い
、
村
保

険
者
と
し
て
の
交
付
方
法
に
つ

い
て
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
の
管

理
が
で
き
な
い
と
い
う
声
が
あ

り
、
医
療
施
設
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
運
用

で
不
具
合
が
起
き
た
と
い
う
報

告
が
あ
る
。
希
望
す
る
人
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
誰
も
が

必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
シ
ス

賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
塩
澤　
敏
樹 

議
員

議
案
第
2
号

令
和
4
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
県
下
に
お
け
る
青
木
村
の
特

定
検
診
受
診
率
の
状
況
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
概

要
な
ら
び
に
退
職
分
の
今
後
の

動
向
、
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て

原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
4
号

令
和
4
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
繰
越
金
や
基
金
積
立
金
に
つ

い
て
、
ま
た
、
任
意
事
業
費
の

委
託
料
に
お
け
る
介
護
予
防
等

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て

原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

テ
ム
の
総
点
検
と
健
康
保
険
証

の
存
続
を
強
く
要
望
す
る
。
ま

た
、
保
険
資
格
の
確
認
等
、
業
務

の
煩
雑
化
が
予
想
さ
れ
る
。
一

体
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
十

分
に
な
さ
れ
た
後
に
す
べ
き
だ

な
ど
の
賛
成
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

反
対
意
見
は
な
く
、
賛
成
多
数

に
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
塩
澤　
敏
樹 

議
員

　
　
　
　
　
金
井
と
も
子 

議
員

以
上
、
社
会
文
教
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て

の
審
査
結
果
の
報
告
で
す
。

保育園おやこ運動会
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水
道
広
域
化
に
つ
い
て

（
問
）
①
水
道
広
域
化
の
考
え
は
。

　
②
村
の
広
域
化
と
の
関
わ
り
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
①
令
和
元
年
10
月
の
改
正
水
道
法

の
施
行
に
よ
り
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
需
要
の
減
少
、
施
設
の
老
朽

化
、
人
材
不
足
等
の
課
題
に
対

応
し
て
水
道
事
業
の
広
域
連
携
が

推
進
さ
れ
て
お
り
地
域
の
実
情
や

課
題
に
応
じ
た
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

②
長
野
市
、
上
田
市
、
千
曲
市
、

坂
城
町
、
県
企
業
局
の
５
団
体
で

事
業
統
合
を
含
め
た
連
携
の
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
青
木
村
は

先
行
す
る
５
団
体
の
事
例
か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
り
人
材
育
成
、
事

務
連
携
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　
村
の
今
後
の
水
道
事
業
に
対

す
る
考
え
は
ど
う
か
。

村
長
答
弁

　
　
広
域
化
は
上
田
市
の
動
き
を
注

視
し
引
き
続
き
枠
組
み
の
中
で
検

討
を
進
め
て
い
く
。
水
道
供
給
施

設
、
特
に
水
道
管
路
は
耐
震
化
と

老
朽
化
の
布
設
替
え
を
急
い
で
実

施
し
て
い
く
。
村
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
信
頼
性
の
高
い
水
道
を

提
案
し
て
、
次
世
代
に
継
承
し
な

が
ら
安
定
供
給
に
努
め
た
い
。

２ 

名
誉
村
民
に
つ
い
て

（
問
）
①
名
誉
村
民
４
名
に
対
す
る

顕
彰
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
②
宮
原
栄
吉
氏
以
外
３
名
の
胸
像

の
建
立
に
つ
い
て
ど
う
か
。

村
長
答
弁

　
①
名
誉
村
民
は
宮
原
栄
吉
氏
、
小

川
原
辰
雄
氏
、
宮
原
毅
氏
。
６
月

議
会
の
議
決
で
五
島
慶
太
翁
は

９
月
15
日
に
称
号
及
び
名
誉
村

民
章
の
贈
呈
式
を
予
定
し
て
い

る
。
４
名
の
功
績
は
後
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

顕
彰
は
条
例
の
定
め
で
実
施
し

て
い
る
。

　
②
宮
原
栄
吉
氏
以
外
の
名
誉
村
民

の
胸
像
の
建
立
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
村
民
や
関
係
者

か
ら
も
今
の
と
こ
ろ
話
は
な
い
。

宮
原
栄
吉
氏
の
胸
像
は
村
民
の

有
志
が
実
行
委
員
会
を
設
立
し

て
寄
付
に
よ
り
建
立
し
た
と
承

知
し
て
い
る
。

（
問
）　
小
・
中
学
校
で
の
４
名
の
顕

彰
活
動
は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
五
島
慶
太
翁
は
「
五
島
慶
太
の

ひ
み
つ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
令

和
３
年
に
児
童
・
生
徒
に
村
か
ら

配
布
し
て
い
る
。
他
の
３
名
に
つ

い
て
は
必
ず
扱
う
よ
う
な
計
画
に

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
昆
虫
資
料

館
や
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て
触

れ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

３ 
松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

居
鶴  

貞
美 

議
員
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（
問
）
①
今
年
は
被
害
木
が
多
く
目

立
っ
て
い
る
が
原
因
・
要
因
は
。

　
②
当
郷
か
ら
村
松
、
入
田
沢
南
側

に
多
く
７
３
０
㎡
の
伐
倒
駆
除
の

契
約
が
な
さ
れ
た
が
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

①
本
年
は
４
月
に
高
温
が
続
き
、

以
降
も
気
温
が
高
い
日
が
続
き
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
飛
翔
が

活
発
で
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
②
総
合
契
約
に
よ
り
伐
倒
燻
蒸
処

理
の
施
業
を
行
っ
た
。
春
駆
除
処

分
は
９
月
か
ら
キ
ノ
コ
の
時
期

と
重
な
り
ト
ラ
ブ
ル
や
誤
解
の

解
消
の
た
め
に
８
月
下
旬
ま
で

施
業
し
た
。

（
問
）　
今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
ど

う
か
。

村
長
答
弁

　
　
青
木
村
の
森
林
面
積
は
全
地
域

の
80
％
で
あ
る
。
村
の
森
林
を
守

る
こ
と
は
国
土
を
守
る
こ
と
で

あ
る
。
森
林
の
役
割
と
効
果
は
生

物
を
守
り
、
地
域
温
暖
化
を
防
ぎ

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
こ
と
に

あ
る
。
松
林
は
青
木
村
の
代
表
的

な
ア
カ
マ
ツ
が
約
１
２
１
３
ha

の
面
積
を
占
め
て
い
る
。
引
き
続

き
国
や
県
、
そ
し
て
森
林
環
境
譲

与
税
な
ど
財
源
確
保
を
図
り
松

く
い
虫
対
策
を
し
っ
か
り
実
施

し
て
い
く
。

宮原栄吉氏の胸像

松くい虫による被害の撲滅を

松
く
い
虫
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ
の
危
機

１
、
水
道
広
域
化
に
つ
い
て

２
、
名
誉
村
民
に
つ
い
て

３
、
松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問
※ 

議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
込
み
で
、
各
議
員
の
一
般
質
問
音
声
デ
ー
タ
に
つ
な
が
り
ま
す
。



に
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２ 

地
区
自
治
会
へ
の
未
加
入
者
に

　

 

つ
い
て

（
問
）　
当
村
に
お
い
て
地
区
自
治
体

（
各
区
）
に
加
入
し
て
い
な
い
村

民
の
状
況
は
。
ま
た
そ
の
よ
う
な

村
民
が
い
る
こ
と
で
生
じ
て
い

る
問
題
点
は
。
あ
わ
せ
て
、
今

後
地
区
自
治
会
に
属
さ
な
い
村

民
が
増
え
て
き
た
場
合
、
村
と

し
て
の
各
区
へ
の
支
援
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
地
区
自
治
会
へ
の
未
加
入
者
に

つ
い
て
、
正
確
な
数
字
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　
　

問
題
点
と
し
て
は
、
地
域
の

ル
ー
ル
の
遵
守
、
ゴ
ミ
出
し
、
広

報
紙
の
配
布
、
回
覧
、
役
場
へ

の
要
望
事
項
、
地
域
の
安
全
や

子
ど
も
の
見
守
り
、
災
害
時
の

対
応
な
ど
に
お
い
て
心
配
さ
れ

る
部
分
が
あ
る
。

　
　
村
と
し
て
は
、
移
住
相
談
や
村

営
住
宅
の
入
居
時
に
丁
寧
に
説

明
を
し
、
区
長
に
つ
な
い
で
い

る
。
通
常
の
転
入
者
へ
は
、
受

付
窓
口
で
広
報
紙
等
の
配
布
物

の
関
係
な
ど
か
ら
区
長
に
連
絡
、

相
談
す
る
よ
う
に
話
を
し
て
い

る
。
村
営
住
宅
や
、
定
住
応
援
、

補
助
金
等
の
交
付
の
要
件
と
し

て
、
自
治
会
や
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
書
面
で

お
願
い
を
し
て
い
る
。

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
問
）　
青
木
村
郷
土
美
術
館
や
信
州

昆
虫
資
料
館
に
て
、
一
部
の
特
別

展
で
柔
軟
な
入
館
料
を
設
定
で
き

る
よ
う
に
条
例
を
修
正
し
、
展
示

内
容
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
は
。

教
育
長
答
弁

　
　

青
木
村
郷
土
美
術
館
に
つ
い

て
、
今
後
相
当
高
い
レ
ベ
ル
の

特
別
展
に
つ
い
て
は
、
条
例
改

正
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
信
州
昆
虫
資
料
館
の
入
館
料
に

つ
い
て
は
、
創
設
者
で
あ
る
故

小
川
原
辰
雄
名
誉
館
長
の
理
念

を
尊
重
し
、
入
館
料
の
値
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

（
問
）　
当
村
に
お
け
る
施
設
命
名
権

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
活
用
へ

の
取
組
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
本
村
の
施
設
に
お
い
て
は
、
大

規
模
な
収
容
施
設
が
な
く
、
企

業
側
に
と
っ
て
大
き
な
宣
伝
効

果
が
望
め
な
い
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
具
体
的
に
導
入
を

検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
し
か
し
、
最
近
は
公
衆
ト
イ
レ

等
の
小
さ
な
施
設
で
も
地
元
の

企
業
が
命
名
権
を
獲
得
し
て
い

る
よ
う
な
例
も
あ
る
。
今
後
、
村

や
企
業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
際
に
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
下

１ 

村
内
施
設
に
つ
い
て

（
問
）　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
症
区
分
が
変
更
さ
れ
、
人
々
の

活
動
が
従
来
の
姿
に
戻
り
つ
つ

あ
る
一
方
、
イ
ン
フ
レ
や
人
手
不

足
は
深
刻
で
あ
る
。
め
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
な
か
で
、
指
定
管
理

に
お
け
る
施
設
運
営
者
の
経
営

状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
事
業
報
告
書
の
作
成
及
び
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
管

理
業
務
の
実
施
状
況
及
び
利
用

状
況
、
料
金
収
入
の
実
績
、
管

理
に
関
わ
る
経
費
の
収
支
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。

（
問
）　
指
定
管
理
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
３
つ
の
温
泉
施
設
（
有
乳

湯
、小
倉
乃
湯
、く
つ
ろ
ぎ
の
湯
）

の
入
浴
料
に
つ
い
て
、
村
外
利

用
者
の
値
上
げ
な
ど
を
含
め
た

見
通
し
は
。

村
長
答
弁

　
　
今
す
ぐ
値
上
げ
を
す
る
と
い
う

環
境
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
も
地
元
の
管
理
者
の

皆
様
の
意
見
を
尊
重
し
た
い
。

（
問
）　
３
つ
の
温
泉
に
つ
い
て
、
観

光
面
で
の
活
用
等
を
踏
ま
え
た

今
後
の
運
営
方
針
は
。

村
長
答
弁

　
　
３
つ
の
温
泉
と
も
村
外
よ
り
村

内
の
利
用
者
が
多
く
、
村
内
の

方
が
対
象
の
施
設
で
な
け
れ
ば

松
本  

淳
英 
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3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

周辺の施設とあわせた有効活用を

有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
る
公
共
施
設

１
、	

村
内
各
施
設
の
運
用
方
針
に

つ
い
て

2
、	

各
自
治
会（
各
区
）未
加
入
者

に
つ
い
て



（
問
）　
福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
で
は
、

避
難
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず

指
定
さ
れ
て
避
難
所
に
直
接
避
難

で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
受
け

入
れ
対
象
者
を
特
定
す
る
制
度
は

で
き
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
　

福
祉
避
難
所
と
し
て
協
定
を
結

ん
で
い
る
「
ラ
ポ
ー
ト
あ
お
き
」

と
調
整
を
行
い
、
災
害
時
の
直
接

避
難
を
促
進
し
、
要
配
慮
者
の
支

援
の
強
化
を
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　
避
難
所
設
置
研
修
や
避
難
所

運
営
確
認
な
ど
を
毎
年
実
施
で
き

な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
　
避
難
所
運
営
マ
ニュア
ル
チェッ
ク

リ
ス
ト
を
共
有
し
訓
練
等
で
実
効

性
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
、

地
区
役
員
さ
ん
役
場
職
員
と
も
に

講
習
会
を
継
続
し
て
い
か
れ
る
よ

う
企
画
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

（
問
）　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て

の
避
難
訓
練
の
実
施
は
。

村
長
答
弁

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
で
き
て
い
る

の
で
、
訓
練
、
研
修
で
確
認
、
周

知
し
て
い
き
た
い
。
関
係
者
が
集

ま
って
研
修
し
、
過
去
に
学
ぶ
こ
と

も
大
変
大
事
。

　
　

災
害
の
際
、
自
助
・
共
助
の

必
要
性
を
区
長
会
に
も
お
願
い
し
、

と
も
に
汗
を
か
い
て
安
全
安
心
な

村
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

る
よ
う
年
度
の
初
め
に
研
修
の
計

画
を
立
て
て
い
る
。
他
園
と
の
交

流
は
大
事
な
こ
と
と
考
え
る
の
で
、

他
の
自
治
体
と
の
合
意
を
い
た
だ

き
実
施
し
た
い
。

（
問
）　
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行

に
つ
い
て
文
化
部
も
含
め
て
今
の

状
況
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
東
御
市
教
育
委
員
会
が
中
心
に

な
って
上
小
の
委
員
会
で
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
田
市
の
動

き
に
合
わ
せ
た
形
で
考
え
て
い
き
た

い
。
吹
奏
楽
部
も
地
域
移
行
を
考

え
て
い
る
。

（
問
）　

地
域
と
連
携
し
た
部
活
や
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
「
ゆ

る
部
活
」
の
開
設
は
。

教
育
長
答
弁

　
　

地
域
の
伝
統
芸
能
の
練
習
に

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
達
も
い
る
。

今
後
部
活
動
の
地
域
化
を
進
め
る

場
合
、
様
々
な
選
択
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
た
い
。

2 

防
災
減
災
に
つ
い
て

（
問
）　
災
害
時
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
作
成
の
状
況
は
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
　

現
在
作
成
済
み
地
区
は
一
つ
、

今
年
を
目
安
に
作
成
中
が
二
地
区
。

作
成
に
は
時
間
を
要
し
、
負
担
も

大
き
い
。
関
係
団
体
と
連
携
・
協

力
し
て
計
画
作
成
に
努
め
て
い
き

た
い
。

1 

青
木
村
の
保
育
と
中
学
校
部
活

　

 

動
地
域
移
行
に
つ
い
て

（
問
）　
保
育
園
で
の
保
育
事
故
や
虐

待
と
疑
わ
れ
る
事
案
は
。

保
育
園
長
答
弁

　
　
骨
折
、
脱
臼
、ハ
チ
刺
さ
れ
な
ど
、

事
故
が
起
き
た
際
は
、
報
告
書
を

作
成
し
職
員
間
で
共
有
し
事
故
防

止
に
努
め
て
い
る
。
虐
待
と
疑
わ

れ
る
事
案
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

全
職
員
で
人
権
擁
護
の
た
め
の

セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
で
自
分
の
保
育
が

適
切
か
の
振
り
返
り
と
、
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
で
気
に
な
る
事
例
の

話
し
合
い
を
行
って
い
る
。

（
問
）　
保
育
園
の
職
員
配
置
基
準
は
、

保
育
士
一
人
が
対
応
す
る
子
ど

も
の
数
を
定
め
て
い
る
基
準
だ
が
、

村
の
基
準
は
国
の
基
準
と
比
べて
ど

の
よ
う
に
な
って
い
る
の
か
。

保
育
園
長
答
弁

　
　
村
と
し
て
の
配
置
基
準
は
、
国
の

基
準
と
比
べ
る
と
大
変
厚
く
職
員

の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に一

時
保
育
職
員
、
支
援
担
当
な
ど
合

わ
せ
て
フ
リ
ー
の
保
育
士
が
４
月
当

初
７
名
、
他
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
中
で
支
援
を
要
す
る
子
ど
も

さ
ん
に
は
、
加
配
や
補
助
が
付
き
、

手
厚
い
職
員
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）　
職
員
の
研
修
や
他
園
と
の
交

流
の
状
況
は
。

保
育
園
長
答
弁

　
　

年
に
一
回
は
研
修
に
参
加
で
き

塩
澤  

敏
樹 

議
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3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

手厚い職員配置となっている青木村保育園

保
育
園
の
人
的
保
育
環
境
は

1
、
青
木
村
の
保
育
と
中
学
校
部

活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

2
、	

防
災
減
災
に
つ
い
て



当
該
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
を

基
金
に
充
て
ず
、う
ま
く
活
用
し
て

い
る
。

（
問
） 

本
村
の
先
進
技
術
の
有
効
活
用

の
推
進
に
つ
い
て

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
村
は
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
、
松
く
い

虫
の
被
害
木
の
調
査
に
活
用
。信

州
上
小
森
林
組
合
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
面
積
確
認
作
業
等
活
用
し

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も

先
進
技
術
の
導
入
に
向
け
新
し
い

情
報
の
収
集
に
努
め
る
。　

（
問
） 

本
村
林
業
の
持
続
可
能
に
向

け
た
対
応
に
つ
い
て
。

村
長
答
弁

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
大
変
貴
重

な
財
源
。譲
与
税
の
計
算
基
礎
が

私
有
林
の
人
工
林
面
積
と
し
て
い

る
が
全
て
の
山
林
と
す
る
よ
う
、町

村
会
も
、国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
森
林
活
用
と
は
、
森

林
の
成
長
量
や
蓄
積
を
踏
ま
え
た

伐
採
、
森
林
の
適
切
な
更
新
と
整

備
に
よ
り
再
生
産
を
進
め
る
事
。こ

の
地
域
に
は
森
林
組
合
が
し
っ
か

り
根
を
下
ろ
し
、
経
営
又
経
営
の

補
助
を
し
て
頂
い
て
い
る
。森
林
の

多
面
的
な
機
能
を
保
持
し
て
国
土

を
守
る
為
、山
林
を
維
持
し
て
い
く

事
は
、
青
木
村
を
守
る
事
と
同
義

語
、
青
木
村
の
山
林
4
6
2
9
ha

を
後
世
に
渡
す
為
、
村
行
政
と
し

て
必
要
な
対
応
を
し
て
行
く
。

山
林
への
興
味
が
希
薄
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
。

（
問
） 

林
業
振
興
の
施
策
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

等
の
取
組
等
の
考
え
に
つ
い
て
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
村
で
は
、
千
曲
川
上
下
流
住
民

に
よ
る
共
同
植
樹
会
を
行
い
、
流　

域
治
水
対
策
の
森
林
の
役
割
や
機

能
を
学
び
、意
識
の
醸
成
を
図
って

い
る
。上
小
地
区
で
は
に
ぎ
や
か
な

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
取
組
み
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
生
物
多

様
性
の
保
全
に
寄
与
す
る
持
続
的

な
森
林
を
目
指
す
。今
後
も
様
々

な
取
組
み
を
進
め
る
。

（
問
） 

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
現
在
の
状

況
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　

令
和
３
年
か
ら
４
年
に
か
け
木

材
価
格
は
高
騰
し
高
止
ま
り
傾

向
だ
が
、令
和
５
年
か
ら
は
、下
落

状
況
に
あ
る
。今
後
、
上
昇
基
調
の

物
価
等
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、

市
場
動
向
を
注
視
す
る
。

（
問
） 

本
村
及
び
他
の
自
治
体
の
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

  

令
和
4
年
度
森
林
環
境
譲
与
税

は
1
0
1
3
万
円
、
1
0
0
％
を

　

松
く
い
虫
対
策
や
森
林
整
備
に
活

用
し
た
。上
田
市
56
％
、
東
御
市

６
％
、長
和
町
33
％
は
基
金
に
充
て

た
が
、
上
小
で
は
唯一青
木
村
の
み
、

１ 

林
業
振
興
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

（
問
） 

青
木
村
森
林
整
備
計
画
の
概

要
、進
捗
状
況
、課
題
に
つ
い
て

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
当
村
の
森
林
の
特
性
は
、
林
業
生

産
活
動
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
べ

き
唐
松
や
杉
、
桧
を
中
心
と
し
た
人

工
林
と
赤
松
と
広
葉
樹
が
混
在
す

る
天
然
林
の
構
成
。人
工
林
の
傾
向

は
10
齢
級
以
上
が
90
％
を
占
め
、
適

期
の
間
伐
と
共
に
、
国
や
県
で
推
奨

の
主
伐
・
再
造
林
を
中
心
の
施
業
と

森
林
資
源
更
新
の
必
要
が
あ
る
。村

内
の
令
和
４
年
度
か
ら
過
去
５
年
間

の
実
績
は
、
私
有
と
公
有
を
合
わ
せ

森
林
造
成
事
業
が
計
約
4
1
2
ha
、

作
業
道
の
開
設
が
計
約
5
2
0
0ｍ

の
実
績
。作
業
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
事
や
大
型
機
械
に
よ
る
施
業
が
困

難
等
の
課
題
が
あ
る
。今
後
も
補
助

金
等
を
活
用
し
、所
有
者
の
負
担
軽

減
等
の
取
組
を
継
続
す
る
。

（
問
） 
本
村
の
所
有
者
別
の
森
林
面

積
、割
合
、不
在
村
者
保
有
の
森
林

面
積
の
割
合
、
森
林
所
有
者
の
森

林
に
対
す
る
意
識
の
状
況
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
国
有
林
が
9
6
8
ha
・
21
％
、公

有
林
が
7
7
4
ha
・
17
％
、私
有
林

が
2
8
8
7
ha
・
62
％
不
在
村
者

保
有
森
林
約
3
4
3
ha・7・4
％
。

相
続
し
た
が
山
林
の
場
所
が
分
か

ら
な
い
、
又
高
齢
の
為
山
林
を
手

放
し
た
い
等
の
問
い
合
せ
が
あ
り
、

平
林  

幸
一 

議
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一
般
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問

豊かな混合林を抱く夫神岳

森
林
は
命
と
生
活
を
守
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の

１
、
林
業
振
興
計
画
の
推
進
に
つ

い
て



入
居
も
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

３ 

民
話
・
義
民
・
文
化
財
を

　

 

村
づ
く
り
の
中
核
に

（
問
）
文
化
財
・
文
化
遺
産
を
保
護
・

発
信
す
る
た
め
の
助
成
金
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
伝
統
文
化
親
子
教
室
、
地
域
の

伝
統
行
事
の
た
め
の
伝
承
支
援

と
い
っ
た
補
助
金
が
あ
る
。
県

の
元
気
づ
く
り
支
援
金
や
村
の

村
民
活
動
支
援
金
も
該
当
す
る
。

（
問
）
民
話
を
村
づ
く
り
の
一
つ
の

中
核
に
し
て
発
信
し
て
い
く
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
民
話

の
地
や
義
民
ゆ
か
り
の
地
を
巡

る
青
木
村
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
を
企
画
し
、
文
化
財
を
活
か

す
取
組
み
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長
答
弁

　
　
貴
重
な
提
案
と
し
て
伺
っ
て
お

く
。

（
問
）
義
民
ゆ
か
り
の
地
の
案
内
板

が
な
か
っ
た
り
老
朽
化
し
た
り
し

て
い
る
場
所
が
多
々
あ
る
。
一
斉

点
検
を
行
い
保
全
・
再
整
備
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
冊

子「
青
木
村
に
見
る
義
民
の
伝
統
」

の
増
刷
・
改
訂
版
発
行
の
計
画
は
。

教
育
長
答
弁

　
　
一
斉
点
検
・
整
備
の
考
え
は
な

い
。
地
区
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
対
応
す
る
。
冊
子
は
7
0
0

冊
在
庫
が
あ
る
。
増
刷
す
る
場

合
は
改
定
も
可
能
だ
。

る
。
米
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
米
粉
の
生
産
や
汚
泥
の

堆
肥
化
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
る
。

（
問
）
竹
内
製
作
所
の
緑
地
率
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
6
・
1
％
と
確
認
し
て
い
る
。

２ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

　

 

村
営
住
宅
に
も
適
用

（
問
）
残
り
一
年
と
な
っ
た
第
4
次

青
木
村
男
女
共
同
参
画
計
画
の

達
成
状
況
と
課
題
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
　
区
長
の
女
性
人
数
の
目
標
を
1

名
と
し
て
い
る
が
0
の
ま
ま
で
あ

る
。
目
標
達
成
で
き
な
く
も
、
次

の
計
画
の
中
で
達
成
さ
せ
た
い
。

（
問
）
達
成
を
諦
め
た
か
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
。
上
田
市
の
女
性
自

治
会
長
経
験
者
を
招
く
な
ど
し

て
村
民
意
識
の
改
革
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
み
を
す
べ
き
だ
。

　
　
小
中
学
校
の
更
衣
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
　
体
育
館
に
あ
る
男
女
別
更
衣
室

や
、
各
学
年
の
学
習
室
を
利
用

し
男
女
別
で
行
っ
て
い
る
。

（
問
） 

8
月
か
ら
長
野
県
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
届
出
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
伴
う
村
の
対
応
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
条
例
の
読
み
込
み
範
囲
を
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
村
営
住
宅
へ
の

1 

農
業
人
材
バ
ン
ク
立
ち
上
げ
を

（
問
）
農
林
業
セ
ン
サ
ス
2
0
2
0

年
調
査
と
前
回
2
0
1
5
年
調

査
を
比
較
す
る
と
、
水
稲
の
作

付
面
積
・
収
穫
量
の
減
少
が
目

立
つ
。
青
木
村
農
業
の
課
題
と

今
後
の
方
向
性
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
一
番
は
担
い
手
の
不
足
、
二
つ

目
は
荒
廃
農
地
の
増
加
、
3
点

目
は
野
生
鳥
獣
被
害
の
増
加
で

あ
り
、
5
年
水
張
り
問
題
が
喫

緊
の
課
題
だ
。
各
々
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

（
問
）
課
題
解
決
に
向
け
、
青
木
村

の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ

と
、
学
校
給
食
に
村
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
、
担
い
手
を
育
て

確
保
す
る
農
業
人
材
バ
ン
ク
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
は
ぜ
掛
け
米
や
有
機
農
業
に
向

け
た
取
組
み
を
継
続
し
ブ
ラ
ン

ド
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
関

係
者
の
知
恵
を
借
り
た
い
。
担

い
手
を
確
保
す
る
組
織
・
仕
組

み
づ
く
り
の
提
案
は
非
常
に
有

益
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

（
問
）
自
給
率
38
％
の
我
が
国
の
現

状
に
対
す
る
村
の
考
え
は
。

村
長
答
弁

　
　
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
と
村
の

農
業
の
課
題
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
同
義
語
だ
と
考
え

土地を守り人材を育て、 希望がもてる農業に

米価は、2021年度の平均
農林水産省「農業経営統計」

「米穀の取引に関する報告」より

生産費下回る米価

生産費 14758
米価 12835

14,758 
12,835 

0
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15000

20000
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生産費下回る米価生産費を下回る米価格 （2021年） 60ｋｇ当り
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一
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問

男
女
共
同
参
画
に
向
け
意
識
改
革
を

１
、
青
木
村
農
業
の
方
向
性

２
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
社
会

づ
く
り
に
向
け
た
青
木
村
の

課
題

３
、
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
村
づ

く
り



つ
い
て
今
後
販
売
額
や
集
客
を

伸
ば
す
戦
略
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
ス
ー
パ
ー
の
少
な
い
当
村
に
お

い
て
、
直
売
所
は
、
買
物
弱
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
対
策
と
い
っ

た
要
素
も
含
め
て
い
る
。
地
域

や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
の
発
信
に
努
め
る

必
要
を
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）
み
か
え
り
の
郷
の
コ
ン
パ
ラ

は
原
材
料
不
足
が
あ
る
。
栽
培

の
促
進
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
安
定
的
に
コ
ン
パ
ラ
の
原
材
料

確
保
の
た
め
、
栽
培
や
剪
定
の
講

習
会
開
催
の
後
押
し
や
、
苗
木
の

補
植
の
た
め
の
村
の
補
助
金
の

交
付
な
ど
を
通
じ
、
加
工
所
の
取

組
を
継
続
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
の
、

防
災
機
能
の
施
設
、
設
備
は
。
ま

た
設
備
の
確
認
、
点
検
等
は
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
　
防
災
機
能
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
1

か
所
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
5
基
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
4
基
、
パ
ー
ゴ
ラ

3
基
、
防
火
貯
水
槽
1
基
、
無
線

の
Wi
―
Fi
を
整
備
。
消
防
団
等
に

設
備
設
置
研
修
等
を
行
う
。

　
　
遊
具
は
、
法
定
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
他
の
設
備
も
目
視
で
点
検

等
を
行
っ
て
い
る
。

村
長
答
弁

　
　
道
の
駅
は
、
今
や
全
国
各
地
で

市
民
権
を
得
て
、
地
域
経
済
の
誘

引
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
道
の
駅
は
、
農
産
物
加
工
品
販

売
、
観
光
等
青
木
村
の
中
心
地
に

あ
り
多
機
能
な
施
設
で
あ
る
。
村

も
、
関
係
皆
様
の
協
力
や
支
援
に

対
し
一
緒
に
汗
を
流
し
た
い
。

　
　
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
、
近

接
し
て
竹
内
製
作
所
様
が
創
業
を

開
始
し
、
国
道
1
4
3
号
青
木

峠
バ
イ
パ
ス
の
開
通
も
見
え
る
と

こ
ろ
ま
で
来
た
。
道
の
駅
あ
お
き

を
取
り
巻
く
環
境
も
、
大
き
く
動

き
だ
し
た
。
今
後
も
青
木
村
の
活

性
化
の
中
心
地
と
し
て
高
度
化
を

図
っ
て
い
く
。

（
問
）
2
0
0
人
を
擁
す
る
直
売

所
運
営
組
合
は
株
主
で
は
な
く

な
っ
た
が
組
合
員
か
ら
の
要
望

等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
か
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
組
合
員
の
皆
様
に
は
直
売
所
の

運
営
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
組
合
員
の

皆
様
か
ら
の
要
望
、
意
見
に
つ
い

て
は
、
各
部
会
、
役
員
会
、
取
締

役
会
を
通
し
て
伺
い
、
村
と
し
て

も
財
源
確
保
の
課
題
は
あ
る
が
速

や
か
に
対
応
を
し
て
い
く
。

（
問
）
㈱
道
の
駅
あ
お
き
の
経
営
に

1 

㈱
道
の
駅
あ
お
き
」と
と
も
に

　

 

歩
む
村
の
取
組
み
は

（
問
）
平
成
28
年
4
月
1
日
㈱
道
の

駅
あ
お
き
が
設
立
さ
れ
、
村
か
ら

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
て
、

道
の
駅
あ
お
き
の
施
設
等
の
運
営

は
こ
の
会
社
が
当
た
っ
て
い
る
。

今
年
の
5
月
の
直
売
所
運
営
組
合

総
会
と
会
社
の
株
主
総
会
に
お
い

て
運
営
組
合
の
出
資
に
つ
い
て
は

㈱
道
の
駅
あ
お
き
の
自
社
株
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
現

在
の
㈱
道
の
駅
あ
お
き
の
株
主
等

の
構
成
を
伺
う
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
本
年
8
月
末
現
在
、
7
6
3
株

中
、
青
木
村
2
5
0
株
、
㈱
道
の

駅
あ
お
き
4
7
6
株
、
J
A
1
0

株
、個
人
株
主
が
27
株
と
な
っ
た
。

（
問
） 

会
社
の
社
員
数
、
販
売
実
績

は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
本
年
8
月
末
現
在
累
積
44
名
を

雇
用
。
令
和
4
年
度
決
算
で
は
、

売
上
は
、
青
木
農
産
物
直
売
所

2
億
6
5
0
0
万
円
余
、
味
処
こ

ま
ゆ
み
6
6
0
0
万
円
余
、
戀
渡

屋
1
0
0
0
万
円
余
、
い
ず
れ
も

前
年
度
対
比
1
0
3
・
8
％
か
ら

1
2
0
・
5
％
の
増
。

（
問
）
㈱
道
の
駅
あ
お
き
の
株
主
と

し
て
、
今
後
の
道
の
駅
あ
お
き

へ
の
関
わ
り
や
村
と
し
て
の
未

来
へ
の
展
望
は
。

金
井
と
も
子 

議
員
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道の駅に付属した施設　漬物等加工所やみかえりの郷

第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

さ
ら
な
る
道
の
駅
あ
お
き
の
活
性
化
を

１
、
道
の
駅
あ
お
き
に
つ
い
て



つ
い
て
今
後
販
売
額
や
集
客
を

伸
ば
す
戦
略
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
　
ス
ー
パ
ー
の
少
な
い
当
村
に
お

い
て
、
直
売
所
は
、
買
物
弱
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
対
策
と
い
っ

た
要
素
も
含
め
て
い
る
。
地
域

や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
の
発
信
に
努
め
る

必
要
を
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）
み
か
え
り
の
郷
の
コ
ン
パ
ラ

は
原
材
料
不
足
が
あ
る
。
栽
培

の
促
進
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　
　
安
定
的
に
コ
ン
パ
ラ
の
原
材
料

確
保
の
た
め
、
栽
培
や
剪
定
の
講

習
会
開
催
の
後
押
し
や
、
苗
木
の

補
植
の
た
め
の
村
の
補
助
金
の

交
付
な
ど
を
通
じ
、
加
工
所
の
取

組
を
継
続
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
の
、

防
災
機
能
の
施
設
、
設
備
は
。
ま

た
設
備
の
確
認
、
点
検
等
は
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
　
防
災
機
能
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
1

か
所
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
5
基
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
4
基
、
パ
ー
ゴ
ラ

3
基
、
防
火
貯
水
槽
1
基
、
無
線

の
Wi
―
Fi
を
整
備
。
消
防
団
等
に

設
備
設
置
研
修
等
を
行
う
。

　
　
遊
具
は
、
法
定
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
他
の
設
備
も
目
視
で
点
検

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
に
つ
い
て
財
源
の
確
保
の
一

般
的
な
考
え
方
は
、

・
利
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
担

・
民
間
委
託

・
施
設
等
の
長
寿
命
化

・
民
間
施
設
の
活
用

・
発
注
や
委
託
の
ロ
ッ
ト
拡
大

・
長
期
契
約

・
細
や
か
な
施
設
の
点
検

・
担
当
職
員
の
研
修

・
指
定
管
理

・
近
隣
市
町
村
と
の
一
括
発
注

　
な
ど
が
あ
り
、
こ
ら
ら
の
工
夫
を

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の

有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
利
用
料
、
使
用
料
の
額
に
つ
い

て
は
、
そ
の
施
設
が
教
育
的
な

も
の
か
、
福
祉
的
な
も
の
か
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
そ
の
よ
う

な
配
慮
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を

参
考
・
活
用
し
な
が
ら
、
財
源

確
保
し
、
適
切
に
施
設
の
管
理

運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

（
問
）
単
な
る
企
業
の
宣
伝
で
は
な

く
、
村
内
企
業
や
村
に
関
係
あ

る
団
体
な
ど
が
、
社
会
貢
献
と

し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導

入
し
て
ほ
し
い
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
導
入
の
た
め
の
課
題
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
条
例
や
要
綱
を
整
理
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
村
内
施
設

は
小
規
模
の
た
め
、
投
資
効
果

を
見
出
し
て
応
募
す
る
企
業
が

あ
る
の
か
、
ま
た
対
象
の
施
設

を
ど
う
す
る
か
、
契
約
金
額
の

妥
当
性
、
何
よ
り
住
民
・
利
用

者
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
か
、

な
ど
が
課
題
だ
。

村
長
答
弁

　
　
図
書
館
に
村
内
企
業
2
社
か
ら

毎
年
6
万
円
ず
つ
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
な
か
な
か
村
で

は
購
入
で
き
な
い
雑
誌
を
購
入

し
て
お
り
、
村
民
の
要
望
に
応

え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
雑
誌
の
カ
バ
ー
に
企
業

名
を
掲
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も

社
会
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
す

で
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解

し
て
ほ
し
い
。

（
問
）
施
設
維
持
の
財
源
確
保
と
し

て
の
将
来
的
な
考
え
方
は
。

村
長
答
弁

1 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に

　

 

つ
い
て

（
問
）
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
お
金
を
使
っ
て
い
く
の
か
。

村
長
答
弁

　
　
常
に
施
設
維
持
の
た
め
の
財
源

の
こ
と
を
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
の
財
政
運
営
を
し
っ
か
り
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
、

企
業
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
け
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
。
村
内
の
公
共
施
設
の
状

態
は
良
好
で
あ
り
、
村
民
の
方

に
よ
り
多
く
使
っ
て
ほ
し
い
。

（
問
）
青
木
村
で
は
施
設
維
持
の
た

め
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命

名
権
）
導
入
の
検
討
は
し
て
こ

な
か
っ
た
が
、
今
後
導
入 

す
る

考
え
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
　
様
々
な
こ
と
に
こ
の
制
度
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い

る
が
、
失
敗
事
例
な
ど
も
あ
る
。

今
後
の
状
況
に
よ
り
、
企
業・村・

地
域
の
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
か
、
総
合
的
に
判
断
す

る
中
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
問
）
ス
ポ
ン
サ
ー
側
に
ど
の
施
設

に
名
前
を
付
け
る
か
決
め
て
も

ら
う
「
提
案
型
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

検
討
予
定
は
。

宮
入
　
隆
通 

議
員
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施設維持には多額の費用がかかる

第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

公
共
施
設
維
持
の
た
め
財
源
確
保
を

1
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に

つ
い
て



新
た
な
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て

将
来
に
希
望
を
与
え
、
健
全
な

財
政
運
営
が
さ
れ
て
、
評
価
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

の
一
体
化
事
業
、
次
期
高
齢
者

福
祉
計
画
に
向
け
た
日
常
生
活

圏
域
・
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
が

さ
れ
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
対
策
に
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
事
務
費
、
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
費
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
窓
口
業
務

の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
今
後
の

飛
躍
的
向
上
に
期
待
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
保・

小
・
中
で
の
給
食
費
無
料
化
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
、
保
育
園
の
園
舎
増
築
、
小

学
校
の
下
水
道
設
備
工
事
、
中

学
校
で
は
給
食
補
助
員
、
専
科

の
職
員
の
増
強
、
ま
た
、
ギ
ガ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実
等
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
も
配

慮
し
た
事
業
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
の
空
調
設

備
工
事
、
総
合
体
育
館
・
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
、
公
共
施
設
の

快
適
に
使
い
易
く
、
長
寿
命
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
以
上
で
、

現
在
の
地
方
財
政
下
に
あ
っ

て
、
令
和
４
年
度
青
木
村
一
般

会
計
決
算
は
継
続
的
な
対
策
と

　

今
後
も
地
域
や
村
民
の
要
望

に
応
え
る
為
、
限
り
あ
る
財
源

の
効
果
的
な
事
業
展
開
を
望
み
、

賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。
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令
和
４
年
度
青
木
村
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
■ 

賛
成
討
論 

■　
　
　

　
　
　
　
平
林　
幸
一 

議
員

　
令
和
４
年
度
青
木
村
一
般
会

計
決
算
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

度
決
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
国
全
体
が
未
曾
有
の
危
機

に
見
舞
わ
れ
、
先
の
見
え
な
い

不
透
明
な
経
済
状
態
の
中
で
、

コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
経
過
３
年
目

の
行
財
政
運
営
の
決
算
で
あ
り

ま
す
。

　
青
木
村
は
昨
年
３
月
に
第
６

次
青
木
村
長
期
振
興
計
画
を
策

定
し
、
令
和
４
年
度
は
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
総
務

建
設
産
業
委
員
会
の
審
議
に
つ

い
て
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
村

税
は
4
億
2
2
9
5
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の

持
直
し
で
、昨
年
比
3・7
％
増
、

地
方
交
付
税
は
17
億
3
7
1
5

万
円
、
1
・
5
％
減
、
国
の
債

務
残
高
が
増
加
し
て
お
り
厳
し

い
状
況
に
あ
る
事
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
経
済
復
活
と
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
、
今
後
も
尚
一

層
の
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今

後
は
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
規
律
あ
る
財
政
計
画
を
図

り
施
策
を
執
行
し
て
い
く
事
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
総
務
費
6

億
7
2
1
2
万
円
で
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
1

億
6
6
2
0
万
円
、
選
挙
費

1
4
6
6
万
円
等
、
農
林
水

産
費
2
億
4
6
5
万
円
で
は
、

当
郷
柿
の
木
水
路
改
良
工
事

3
7
5
9
万
円
、
タ
チ
ア
カ
ネ

補
助
3
3
4
万
円
等
、
土
木
費

3
億
5
1
6
9
万
円
で
は
、
村

道
当
郷
国
道
北
３
号
線
及
び
６

号
線
改
良
工
事
4
0
4
0
万
円

等
、
村
の
抱
え
る
課
題
に
対
し

て
多
岐
に
わ
た
り
、
最
善
を
尽

く
し
適
正
に
執
行
さ
れ
て
き
た

事
を
評
価
致
し
ま
す
。

　

社
会
文
教
委
員
会
の
審
議
に

つ
い
て
は
、
歳
出
に
つ
い
て
民
生

費
７
億
5
7
4
3
万
円
で
は
、
住

民
福
祉
課
関
係
で
、
新
し
く
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

本
会
議
討
論

令和4年度も継続された給食費無償化



　
そ
の
後
、
五
島
慶
太
未
来
創
造
館

の
見
学
を
行
い
、
東
急
よ
り
派
遣
さ

れ
て
い
る
中
山
典
秋
さ
ん
よ
り
館
内

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
当
郷
地
区
岡
石
工
業
地
整

備
事
業
に
つ
い
て
現
地
に
て
、
完
成

間
近
の
株
式
会
社
竹
内
製
作
所
の
説

明
を
、
建
設
農
林
課
の
稲
垣
課
長
よ

り
土
地
交
渉
か
ら
建
設
ま
で
の
経
過

な
ど
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
長
和
町
議
員
と
の
交
流
会
で

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

（
塩
澤 

敏
樹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
）
県
外
視
察
に
つ
い
て

　
令
和
5
年
7
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
合
同
視
察

が
行
わ
れ
、
視
察
先
は
静
岡
県
富

士
宮
市
の
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
、
静
岡
市
葵
区
「
ど
う
す
る
家

康
・
静
岡
大
河
ド
ラ
マ
館
」
と
静
岡

県
富
士
市
の
富
士
市
新
環
境
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
山
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成

25
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
「
富
士
山
・
信
仰
の

対
象
と
芸
術
の
源
」
を
後
世
に
守
り

伝
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
施
設
で
、

富
士
山
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
関

富士市新環境クリーンセンターにて

　

7
月
4
日
㈫
青
木
村
に
て
、
長

和
町
・
青
木
村
議
会
議
員
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
青
木
村
で
の
研
修
会
で
、

文
化
会
館
に
て
「
東
急
グ
ル
ー
プ
と

の
連
携
に
つ
い
て
」
事
業
推
進
室
の

塩
澤
室
長
よ
り
、
五
島
慶
太
翁
の
名

誉
村
民
に
つ
い
て
、
ま
た
東
急
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
生

家
跡
地
建
設
の
幹
部
研
修
所
や
連
携

推
進
に
よ
り
東
急
㈱
よ
り
青
木
村
に

一
名
社
員
の
派
遣
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
情
報
と
展
示
を
し
、
富
士
山
の

魅
力
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
、
そ
の

価
値
と
重
要
性
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

富
士
市
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
循
環
型
社
会
、
低
炭
素
社

会
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
中
心
施
設
と
し

て
令
和
2
年
か
ら
運
転
を
開
始
し
て

い
る
施
設
で
す
。
施
設
面
積
は
、
7

万
4
3
8
1
・
68
㎡
で
工
場
棟
、
資

源
回
収
棟
、循
環
啓
発
棟
か
ら
な
り
、

「
安
心
で
安
全
な
環
境
に
や
さ
し
い

施
設
」
と
し
て
運
転
の
自
動
化
、
燃

焼
温
度
の
連
続
監
視
に
よ
り
適
正
な

運
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
田
地
域
広
域
連
合
は
重
要
課
題

と
し
て
資
源
循
環
型
施
設
を
上
田
市

清
浄
園
用
地
約
2
ha
に
建
設
用
地
と

し
て
現
在
建
設
を
進
め
て
お
り
、
5

月
に
施
設
基
本
設
計
計
画
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

（
2
）　
管
内
視
察
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
7
月
26
日
㈬
上
田
地

域
広
域
連
合
議
会
の
管
内
行
政
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
、
上
田
市
常
盤
城
の
清

浄
園
、
上
田
市
室
賀
の
下
室
賀
焼
却

灰
最
終
処
分
場
、
上
田
市
浦
野
の
川

西
消
防
署
を
視
察
し
ま
し
た
。
清
浄

園
は
昭
和
34
年
に
上
田
市
し
尿
処
理

場
と
し
て
建
設
さ
れ
幾
多
の
沿
革
を

経
て
現
在
の
上
田
広
域
連
合
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
資
源
循

環
型
施
設
の
建
設
進
展
に
伴
い
南
部

下
水
道
処
理
場
に
移
転
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
下
室
賀
最
終
処
理
場
は
、

平
成
8
年
か
ら
使
用
を
開
始
し
て
き

ま
し
た
が
、
不
燃
物
残
渣
を
平
成
25

年
か
ら
民
間
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
運
搬
し
て
処
理
し
、
処
分
場

の
延
命
化
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で

す
。
川
西
消
防
署
は
、
昭
和
47
年
竣　

工
以
来
上
田
市
西
部
地
区
と
青
木
村

全
域
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
署
の
特

徴
と
し
て
98
％
が
救
急
出
動
で
す
。

築
後
35
年
を
経
過
し
大
規
模
改
修
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
松
澤 

正
登
）
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長
和
町・青
木
村

議
会
議
員
研
修
会

上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
行
政
視
察

企業誘致した㈱竹内製作所についての説明

動き議会の



門
技
術
員
の
今
尾
春
彦
氏
よ
り
「
長

野
県
森
林
づ
く
り
指
針
の
概
要
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
宮
崎
大
学
農
学
部
教
授
の
藤

掛
一
郎
氏
に
よ
る
「
地
方
に
お
け
る

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
内
容
は
、
1
需
要
と
供

給
の
協
調
拡
大
、 

2
資
源
循
環
の
確

保
、
3
事
業
体
の
役
割
と
責
任
で
あ

り
ま
し
た
。
循
環
型
で
環
境
と
両
立

す
る
林
業
が
行
わ
れ
る
に
は
、
そ
の

土
台
と
し
て
、
所
有
者
・
事
業
体
、

加
え
て
行
政
の
三
者
共
同
関
係
を

し
っ
か
り
構
築
す
る
こ
と
が
今
日
不

可
欠
。
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
必

要
だ
が
、
ま
ず
は
事
業
体
・
業
界
が

見
え
る
形
で
社
会
的
責
任
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。　
　
　
　
　

 （
居
鶴 

貞
美
）

　
青
木
村
議
会
で
は
、
９
月
26
日
か

ら
27
日
ま
で
、
埼
玉
県
へ
議
会
視
察

に
出
か
け
ま
し
た
。
議
員
８
名
と
と

も
に
、
北
村
村
長
、
課
長
を
含
む
役

場
職
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
久
喜
市
で
は
、
菊

池
課
長
説
明
の
も
と
防
災
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
宮
内
課
長
に
よ
り
企
業

つ
い
て
、
青
木
村
修
那
羅
峠
か
ら
筑

北
村
、
麻
績
村
、
長
野
市
大
岡
、
信

州
新
町
ま
で
の
15
か
所
の
事
業
要
望

箇
所
の
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

役
職
の
改
選
が
行
わ
れ
、
北
村
政
夫

青
木
村
長
が
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
尚
8
月
28
日
に
は
、
期
成
同
盟

会
代
表
者
に
よ
り
県
庁
に
お
い
て
新

田
建
設
部
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
松
澤 

正
登
）

　
9
月
13
日
に
塩
尻
市
文
化
会
館
レ

ザ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
案
件
は
、
令
和
4
年
度
活

動
経
過
報
告
、
決
算
及
び
会
計
監
査

報
告
、
令
和
5
年
度
活
動
計
画
・
予

算
案
で
各
々
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
た
め
書
面
議
決
と
な
っ
た

全
国
連
絡
会
議
定
時
総
会
に
つ
い

て
、
令
和
4
年
度
事
業
・
決
算
、
令

和
5
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
、
研
修
会
が
あ
り
、「
長
野
県

森
林
づ
く
り
指
針
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
長
野
県
林
務
部
の
主
任
林
業
専

　
年
に
1
回
総
会
を
開
催
し
て
上
田

市
、
青
木
村
か
ら
県
に
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
松
澤 

正
登
）

　　

7
月
27
日
㈭ 

青
木
・
麻
績
イ
ン

タ
ー
・
新
町
間
の
県
道
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
が
麻
績
村
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
会
長
の
塚
原
麻
績
村
長
に
よ
る

挨
拶
の
後
、
来
賓
祝
辞
等
に
続
き
議

事
に
入
り
令
和
4
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
と
令
和
5
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
線
は
、
青
木
村
か
ら
筑
北
村
を

通
り
、
麻
績
村
村
内
で
長
野
自
動
車

道
イ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
更
に
長
野

市
信
州
新
町
で
国
道
19
号
へ
と
接
続

す
る
県
内
を
東
西
に
結
ぶ
広
域
幹
線

道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
生
活
道
路
と
し
て
も
大
変
重
要
な

道
路
で
す
。
さ
ら
に
長
野
県
地
域
防

災
計
画
に
お
い
て
、
第
二
次
緊
急
輸

送
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
も
確
実
に
通

行
機
能
が
確
保
さ
れ
住
民
生
活
を
支

え
る
と
い
う
防
災
上
の
使
命
が
課
せ

ら
れ
た
道
路
で
す
。
県
へ
の
要
望
に

速
し
て
い
る
。
そ
し
て
議
会
全
体
が

定
数
削
減
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け

や
す
く
な
る
と
の
講
演
が
あ
り
、
ま

た
大
正
大
学
准
教
授
の
大
沼
み
ず
ほ

氏
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
つ
い
て
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子

化
対
策
等
の
、
国
の
大
綱
・
支
援
策

の
概
要
に
つ
い
て
、
ま
た
、
長
野
県

や
県
内
市
町
村
の
令
和
4
年
度
の
少

子
化
施
策
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
講

演
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
両
講
演
は
、
当
村
に
も
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
い
た

し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
沓
掛 

計
三
）

　

令
和
5
年
7
月
18
日
㈫ 

上
田
市

川
西
公
民
館
で
地
元
県
会
議
員
を
は

じ
め
上
田
市
、
青
木
村
の
関
係
議
員

が
出
席
し
て
令
和
5
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
、
上
田
市
鹿
教
湯
温
泉
と

青
木
村
を
結
ぶ
県
道
で
改
良
促
進
状

況
や
要
望
を
県
に
行
う
同
盟
会
で

す
。

　
令
和
5
年
7
月
14
日
松
本
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、

町
村
議
会
議
員
の
役
割
や
地
域
社
会

の
課
題
等
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

い
、も
っ
て
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
毎
日
新
聞
論
説
委
員

の
人
羅
格
氏
の
「
議
会
議
員
の
な
り

手
不
足
と
住
民
参
加
に
つ
い
て
」
で

は
、
無
投
票
当
選
の
町
村
が
多
く
な

り
、
議
会
と
有
権
者
の
結
び
つ
き
を

弱
め
、
住
民
の
議
会
へ
の
関
心
が
低

下
。
さ
ら
に
「
な
り
手
」
不
足
を
加
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主
要
地
方
道
丸
子
信
州

新
線
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
総
会

青
木・
麻
績
イ
ン
タ
ー・

新
町
間
の
県
道
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総
会

森
林・林
業・林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟
長

野
県
連
絡
会
議

第
28
回
令
和
5
年
度
総

会・研
修
会

議
会
行
政
視
察

長
野
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会

町村議会議員研修会



算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額

3
5
0
4
万
3
6
9
1
円
、
歳
出
総

額
3
2
7
3
万
8
6
8
5
円
、
差
引

額
2
3
0
万
5
0
0
6
円
、
執
行
率

は
97
・
3
%
で
し
た
。
事
業
実
績
の

主
な
も
の
と
し
て
、
主
伐
面
積
3
・

23 

ha
事
業
費
9
3
1
万
7
千
円
、
獣

害
防
除
ネ
ッ
ト
面
積
3
・
4
6
ha
事

業
費
5
9
4
万
円
、
植
栽
面
積
3
・

93 

ha
事
業
費
3
2
8
万
5
千
円
等
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、井
澤
、

坂
井
両
監
査
委
員
に
よ
り
8
月
24
日

に
実
施
さ
れ
た
監
査
に
つ
い
て
諸
帳

簿
等
に
誤
り
が
無
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
議
員
か
ら
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

　
議
案
第
2
号
令
和
5
年
度
会
計
補

正
予
算
は
、
事
業
費
等
の
4
7
9
5

万
5
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
全
員
賛

成
に
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
11
月
い
っ
ぱ
い
で
退
任

さ
れ
る
上
田
市
常
設
委
員
の
竹
内
秀

二
、
横
山
勇
徳
両
氏
に
対
し
長
年
に

亘
る
功
績
を
た
た
え
感
謝
状
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（

金
井 

と
も
子
）

へ
国
道
１
４
３
号
線
新
バ
イ
パ
ス
早

期
開
通
の
た
め
の
陳
情
を
行
い
ま
し

た
。
藤
巻
局
長
か
ら
は
、「
長
野
県

と
も
連
携
し
な
が
ら
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
。」
と
言
う
力
強
い
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
三
芳
町
を
訪
問
し
、
循

環
型
農
業
と
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い

て
、
三
浦
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
落
ち
葉
を
使
っ
た
有
機
肥
料

を
作
る
伝
統
あ
る
農
業
形
態
に
つ
い

　
次
に
埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
中
学
校

で
は
、
飯
田
校
長
に
よ
り
同
校
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
同
校
は
毎
年
新

入
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
当

村
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
埼
玉
県

全
体
か
ら
選
ば
れ
た
生
徒
が
来
る

が
、
自
然
の
中
で
の
農
業
体
験
を
通

じ
て
、
生
徒
が
お
互
い
を
知
り
切
磋

琢
磨
し
あ
う
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
９
月
27
日
は
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
を
訪
問
し
、
藤
巻
局
長

誘
致
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
同
市
に
は
利
根
川
が
流
れ
る
こ

と
か
ら
水
害
を
強
く
意
識
し
た
街
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
を
使
っ
た
情
報
連
絡
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
先
進
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
同
市
は
青
木
村
と
災

害
時
相
互
支
援
協
定
も
結
ん
で
お
り

ま
す
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
造
成
す
る
工
業
団
地
に
つ
い

て
、
方
法
や
助
成
金
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

て
学
び
ま
し
た
。
同
町
と
は
商
工
会

同
士
で
、
災
害
相
互
協
定
が
結
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
訪
問
し
た
川
島
町
で
は
、

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
小
澤
課
長
よ

り
、
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て
石

川
課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
設
営
、
終
活
支
援

の
導
入
な
ど
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る

当
村
の
参
考
と
な
る
施
策
に
つ
い

て
、
意
見
を
交
わ
す
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
当
村
が
か
か
え

る
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
事
例
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
状
況

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
に
お
け
る
各
種
政
策
立

案
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

（
松
本 

淳
英
）

　
令
和
5
年
第
2
回
青
木
村
及
び
上

田
市
共
有
財
産
組
合
議
会
定
例
会
が

9
月
28
日
青
木
村
役
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
案
件
は
令
和
4
年
度
決
算
と

令
和
5
年
度
補
正
予
算
の
2
件
で
し

た
。

　
議
案
第
1
号
令
和
4
年
度
会
計
決
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慶太塾竣工式（議長）
23日／決算審査（監査委員）
全員協議会
農業技術者連絡協議会総会（正副議長、総務建設産業委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会会計決算審査
　　　　　　　　　　　　　（共有財産組合議会監査委員）
県町村監査委員協議会表彰式・研修会（監査委員）
青木・麻績インター・新町間県道整備期成同盟会県要望（議長）
議会運営委員会（議会運営委員）

２日／
18 日～
24 日／
24 日／
24 日／

25 日／
28 日／
30 日／

決算審査報告（監査委員）
保育園運動会（正副議長・社会文教委員）
議会開会
全員協議会
議会一般質問
総務建設産業委員会（総務建設産業委員）
社会文教委員会（社会文教委員）
森林・林業・林産業活性化促進議員連盟令和５年度総会
・研修会
五島慶太翁名誉村民称号記並びに名誉村民章贈呈式

（議長）
小学校運動会（正副議長、社会文教委員）
議会審議採決
議会報編集委員会（議会報編集委員）
中学校こまゆみ祭（正副議長、社会文教委員）
東御市巨峰の王国まつり（議長）
総合防災訓練
県町村議会議長会全体研修・部会（議長）
27日／行政視察
例月監査（監査委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会（共有財産組合議会議員）
保育園おやこ運動会（正副議長、社会文教委員）

１日／
4 日／
５日／
５日／
７日／

11 日／
12 日／
13 日／

15 日／

16 日／
19 日／
19 日／
22 日／
23 日／
24 日／
25 日／
26 日～
28 日／
28 日／
30 日／

タチアカネ新そば奉納祭（議長）
静岡県長泉町議会会派視察来村（議長）
町村議会議長全国大会（議長）
石川県能登地区町議会連絡会視察来村（議長）

10 日／
15 日／
29 日／
30 日／

子檀嶺神社秋季例大祭（議長）
上田地域広域連合議会代表者会（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
丸子信州新線県要望（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
県町村議会議長会第37回定期総会（議長）
上田地域広域連合議会（正副議長）
全員協議会
筑北村議会との研修会
上田地域広域連合議会（正副議長）
例月監査（監査委員）
30日／青木村及び上田市共有財産組合視察研修
　　　　　　　　　 　　　　（共有財産組合議会議員）

1 日／
2 日／
6 日／

13 日／
17 日／
23 日／
25 日／
26 日／
26 日／
27 日／
27 日／
28 日～

今後の予定

　今年は、道の駅あおきに毎年たくさん並ぶ「松茸」がわ
ずかしか見ることができません。（10月４日現在）
　不作の年もあることは頭の隅にありましたが、現実と
なると売上げに影響のある出荷者としては落ち込みます。
　しかし、新型コロナウイルス感染症も５類に移行し、い
ろいろな行事がコロナ前のように開催されるようになり
ました。そばの花・実まつりは、以前のように蕎麦の振舞
いが復活し、保育園や小学校の運動会、中学校のこまゆ
み祭は来場者の制限がなくなり活気が戻りました。
　これから予定されている産業祭も賑やかに開催される
ことと思われ楽しみです。
　（株）竹内製作所様や五島慶太翁関連施設も青木村を
盛り上げてくださることでしょう。
　10月からのインボイス制度は、難解ですが、適格請求
書発行事業者番号の報告をできないものとしては（株）
道の駅あおき様にありがたくお願いしています。直売所
を盛り上げる意味でも、これから、もしかしたら松茸が持
ち直して直売所に並ぶかもしれません。落ち込んでいな
いでエールを送ります。　　　　　　　　　　（Ｋ・Ｔ）

住民の

声 　今まで仕事の傍ら消防団活動をする生活が当た
り前で、生活リズムの一部でしたが、新型コロナに
より丸3年も主立った活動が無いと、すっかりその

環境に慣れてしまうもので、元通りの活動となる今年度、自分自身
のスイッチON＋隊員を奮い立たせるにはどうしたら良いものか
と不安を感じながら、新年度のスタートを切りました。
　いざ訓練が始まると私の勝手な不安は杞憂だったどころか、みん
なの前のめり気味な姿勢に私のスイッチまで入れてもらいました。
　協力員や再入団員として隊に残り盛り上げてくれている先輩方
を中心に、みんなで隊内の絆を深めていく姿や互いを鼓舞し高め合
う姿。数年振りにラッパ隊に帰ってきた私はコロナ渦前と変わらぬ
この光景を懐かしく、嬉しく感じ、変に気張らず今まで通りみんな
がフラットで意見の出し合えるこの雰囲気を大切にしようと決め、
訓練に励んできました。
　こうして迎えた上小大会では一緒に切磋琢磨してきた仲間への
想い、応援してくれる家族への想い、この1回で終わる！という想い
(笑)　様々な想いが驚異の集中力を生んだようで、会場の空気が変
わるほどの気迫の籠もった指揮と演奏でした。
　これまでの隊員の熱い姿を見てきた私は演奏の中盤から割とし
っかり男泣きしてしまいました。
　上小大会では悲願の優勝、県大会でも9位と健闘し、全国有数の
消防ラッパが活発な長野県で見事TOP10入りを果たすことができ
ました。
　大人が仕事以外でこんなにも真剣に向き合い、熱くなり、涙を流
せる。良い経験ができる貴重な場であり、やりがいある楽しい活動
だなと改めて感じました。
　小さな村の小さな消防団ですが、私たちの活動は消防団のPRだ
けでなく、魅力ある消防団づくり、さらには青木村の活性化にも大
きく寄与するものと確信しております。
　団員減少が進み苦しい中ですが、諸先輩方が土台を築き、隊員み
んなで作り上げたこの雰囲気を大切に、小林団長の掲げる「楽しい
消防団活動」を心掛け、今後も様々な場所で披露させていただけれ
ばと思います。子供たちが「かっこいい！やってみたい！」と思って
くれ、村内外の皆様の心に響き感動を与えられ、欲を言えばそこか
ら団員確保に繋がればとてもうれしく思います。

青木村消防団　ラッパ長　菅原将仁

ラッパ隊の熱い夏を終えて 信州・青木村
ふるさと景観100選 保福寺峠への道

８月

9月

10月

11月

編集後記

AO
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A

青木村議会日誌
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議会に関するお問い合わせは

▲

議会事務局 TEL.0268-49-0111 までお寄せください。


